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2.  主旨

3．その他

　ミクロン程度の微小な液滴や液体薄膜を制御する技術は、従来の印刷・コーティングといった工業プロセス
に加え、有機デバイス作製のための微細パターニングや細胞・生体物質のマイクロマニピュレーションなど
様々な分野に応用され、今や工学における重要な要素技術となりつつあります。ここで鍵となるのは流体プロ
セスの微細化・高速化ですが、一方現在でも流体の運動を記述する方程式に登場する物理量は粘弾性と表面張
力程度のもので、μm以下の微小で高速な世界で実際に起こる流体現象を記述することはなかなかに困難です。
例えば微小流体粒では帯電による静電エネルギーが容易に表面エネルギーを超えることによって不安定な自励
発振が生じ、高速の変形は表面への分子吸着の非平衡状態を生じて予測不可能な挙動の原因となります。
　本研究会では、これら現在の技術では「測りようのない」μm以下の微小な流体の挙動や物性を調べる新し
い手法や1,000,000ｓ－1を超える超高速変形下におけるレオロジー計測法についての最新の技術紹介や情報
交換、討論を通してナノレオロジーを扱う新たな技術の枠組みを作り上げていきたいと考えています。
　研究会では実際の装置の運用、結果の解析を通して新しいレオロジー現象に関する知識を蓄積し理解を深め
るための活動を進めていきます。
　
活動内容
・研究室が独自に開発したナノレオロジー・高速レオロ
ジー計測技術の提供、および測定結果の解析に対する
支援
 （例）非接触表面張力・粘弾性測定装置、
　　　 顕微レオロジー測定システム、
　　　 歪速度106s－1を超える高速レオロジー計測法、
　　　 高速フォノンスペクトロメータ、
　　　 リプロンスペクトロメータ　他
・新規の流体物性測定法開発に向けた技術相談
・未知のレオロジー現象に関する情報交換

期　　　 間：平成28年４月～平成29年３月
参　加　費：賛助員の場合　：10万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：20万円
定　　　 員：特になし
運 営 方 法：年３～４回程度研究会を開催予定

界面活性剤の吸着現象を飛翔液滴の振動観察によって解析！
ms以下の時間分解能を有する「動的表面張力測定システム」



みをしない。

平成28年度
。

ください。


